
 

 

 

 

 

 

『手をかけ 目をかけ 心をかける』 
 

              校 長  清 水 孝 二 
 

 “生まれたばかりのあなたを、しっかり見ようと思ったのに、あふれる涙がじゃまを
した。”これは『誕生に贈ることば』という本に掲載されている文です。我が子が誕生

した時の感動は言葉では言い尽くせない程だと思います。 
 ところが、子どもが成長してくると誕生の時の喜びを忘れてしまいがちになるのが、
世の常のようです。 
 「あの子ができるのにうちの子は・・・。」「どうしてこんなことができないの
か。」とよくないことばかりが目につきます。 
私には三人の子どもがいますが、長男は病気による手術を数回経験しています。小さ

な体で痛みに耐えている姿を見るにつけ、代わってやりたい、なぜこんなことばかり、
といつもマイナスのことを思っておりました。手術が無事終了した時のあふれる喜び
は、今でも忘れることはありません。この経験は、親として自分自身を成長させた出来

事だと、今は思っております。 
 子どもの成長を見守っていく時、親としていろいろな壁にぶつかります。その時、ど
んなアドバイスをするのか、どのように支えることが一番よいのか、正直困ってしまう
時もあります。 
しかし、誕生した時の喜びや困難なことに打ち勝った時の姿に立ち返ったり、生きて

いることの尊さに感謝したりすると、不思議と親としての解決策が出てくるものです。
（私もいつも、生命の力を思い出すようにしています。） 
 また、子ども自身がどのようにして困難を乗り越えるか、どの道を歩むのか、１年生
は１年生なりに、６年生は６年生なりに選択させることも大切です。転ばぬ先の杖を与
え過ぎると、自分で判断し選択する機会をみすみす奪ってしまうことになります。その

結果、一人歩きの意欲を失い、失敗しても自分で立ち上がることができなくなってしま

うことに繋がってしまうと思います。 
 自分が望まない結果になった時も、ついつい他のせいにしてしまうことになりがちで
す。一人歩きをさせるためには、自分で決めたことや行いに責任が伴うことを分からせ
る厳しさが大切だと考えます。 
 そうすれば、結果がよくなかった時も、失敗や誤りは自分にあると考え、前向きに歩
いて行く強さを身に着けることができるはずです。 
 そうしている間に、我慢すること、不自由な思いをすること、痛みを感じること、耐
えること等を体験していきます。そこで身につくものは、きっと１０年、２０年後に何
かの形で返って来ると信じています。 

 子どもの生きていく力を信じて、上手に心配し、手をかけ、目をかけ、心をかけるこ
とが重要だと思うのです。 

 

１ 木 ６年吉川市議会議場見学 

２ 金 防犯（１年）・非行化防止（４年）教室 

３ 土 特別日課 委員会活動 PTA除草作業 
１～４年５校時，５・６年６校時 

４ 日  

５ 月  

６ 火 運動会全体練習（1・3・5年） 

７ 水 
運動会全体練習（2・4・6年） 
５・６年運動会係打ち合わせ６校時  

８ 木  

９ 金 教育相談日 

10 土  

11 日  

12 月  

13 火 運動会全体練習（1・3・5年） 

14 水 運動会全体練習（2・4・6年） 
５・６年運動会係打ち合わせ６校時  

15 木  

16 金 運動会準備 １～４年４時間授業 

17 土 運動会 午前１・３・５年 午後２・４・６年 

18 日  

19 月 運動会振替休業日 

20 火 運動会予備日① 

21 水 運動会予備日②クラブ活動 ふれあいデー 

22 木   市長ランチミーティング６年（２１日） 

23 金 特別な日課４時間 就学時健康診断  

24 土 １・２年５校時，３～６年６校時 

25 日  

26 月 １年校外学習 ３年ブックトーク 

27 火 １年校外学習 ３年ブックトーク 

28 水 ５年徒歩遠足（そうか公園）クラブ活動 

29 木 ２年校外学習 

30 金 ２年校外学習 

31 土  
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学 年 男子 女子 計  
今月の生活目標 

みんなで仲よく遊ぼう 
 

今月の保健目標 

目を大切にしよう 

１ 年 114 116 230 
２ 年 116 120 236 
３ 年 104 114 218 
４ 年 107 112 219 
５ 年 92 87 179 
６ 年 93 74 167 

たけたん 19 8 27 

計 645 631 1276 
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バスを使っての社会科見学が中止になり，藍染

工場見学もできなくなりましたが，見学先の藍染
業者様（羽生・中島紺屋）が来校し，クラスごと
に体験活動を実施しました。出来上がった藍染の
ハンカチに，どの児童も満足していました。 

藍染体験を実施しました。（５年生） 

 

 
 身近な地方自治の仕組みを学習するため，吉
川市議会議場を見学しました。将来のキャリア
デザインのため，市役所で働く方々の様子につ
いても見学しました。（裏面追加写真あり） 
 

 

吉川市議会議場を見学しました。（６年生） 

 
 
 
 児童館（ワンダーランド）へ 
プラネタリウム見学に行きまし 
た。学習内容に合わせた星座の 
学習をしました。 

プラネタリウム見学をしました。（４年生） 

１1月の主な行事 
 ７日（土）学校公開（授業参観）分散方式 
１１日（水）校外学習（鎌倉方面日帰り） 
１７日（火）～１９日（木）教育相談日  
２４日（火）持久走記録会６年・４年・２年 
２５日（水）持久走記録会５年・３年・１年 

  
 
 今年も吉川市更生保護女性会のみな 
さまが来校され，図書費を寄贈してい 
ただきました。子どもたちのために大 
切に使わせていただきます。 

吉川市教育大綱 家族を愛し 郷土を 愛し 志を立て 凛として生きてゆく 

 「愛の図書費」を寄贈いただきました 
 



 

 
吉川市教育委員会 学校教育課だより       

令和２年１０月号          

 

 

 

 

 

 

中学校選択制度について 

本市では、学校ごとに通う地域（通学区域）を定め、住所によって入学する学校（指定校）

を指定しています。 
中学校選択制度は、子どもと保護者の希望により指定校以外の学校を選択申請する制度です。 

（※受け入れ学校の状況により受け入れができない場合もあります。） 

本年度は対象となる、令和３年度初めから吉川市立中学校に入学する新１年生のご家庭

に、指定校通知とともに選択制度のご案内が配付されています。学校選択制を希望される場

合は、通学距離、地域活動などを考慮し、必ず期限内に申請をしてください。入学後に改め

て学校を選択しなおすことはできませんので、ご家庭でよく相談の上、慎重に決めていただ

きますようお願いします。 

新型コロナウイルス感染防止対策について 
埼玉県教育委員会から、学校再開・通常登校におけるガイドライン（新型コロナウイルス感

染防止対策）Ver.２が示されました。 

吉川市でも、ガイドラインを作成し、そのガイドラインに沿って教育活動を行っています。

1 学期に比べ、「感染防止対策を講じた上で教育活動を実施する」ことが大きく修正されたとこ

ろです。また、登下校中のマスクの着用や部屋のエアコンの使用方法、換気についてなど、 

熱中症にならないための方策も盛り込まれています。 

まだしばらくは、制限がある中での教育活動となりますが、保護者の方、地域の方のご協力

をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

家族を 郷土を 愛し 

志を立て 

凛として生きてゆく 


